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１． まえがき 

本研究ではブログ更新データから、キーワードの時系列

データを抽出し、関心の高い話題を分析する。時系列デー

タの抽出には、単純なキーワード頻度に加え、ブログ内の

テキスト、リンク情報を併用した指標を用いる。これらの

指標を用いて、ブログに自動挿入されるニュースやテキス

ト広告の影響と、ブロガーの持つ深い関心を区別する。さ

らに、抽出した時系列データに対して、独立成分分析

（Independent Component Analysis, ICA）[1]を用いて相互に

独立な成分を抽出し、主要トピックを分析する。キーワー

ドは文脈によって様々な意味を持つため、単純なキーワー

ド間の共起関係では、キーワードの意味の多義性を区別で

きない。この区別を行うため、ICA による主要トピックの

波形を文脈として用い、その波形と有意な相関を持つキー

ワード群を用いて、その文脈の解釈を行う。 

2 ．キーワードの関心度 

ブログやそれに付随するページ群は、様々な主体が更新

するソーシャルメディアを形成している。個人のもつ深い

関心事項に関するブログが存在する一方、日々日記のよう

にテーマを定めず更新するブログが非常に多い。また、マ

スメディアが配信する最新ニュースタイトルを自動挿入す

るブログサイトも多い。さらに、広告収入を目的としたブ

ロガーは、更新回数を増やしてアクセス数を増やすために、

ニュースのコピーなどでブログを更新している。これらの

情報を区別するための指標を、2.1,2.2,2.3で定義する。 
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それら指標の定義には、ソーシャルメディアから抽出で

きる 4 つの特徴量を用いる。それらの特徴量は、ブログや

参照ページに含まれるキーワード頻度(Term Frequency, TF）、

クラスター内キーワード頻度（Term Frequency in Cluster, 

TFC）、1つのクラスター内で注目するキーワードが用いら

れるブログのページ数（Document Frequency in Cluster, 

DFC）、あるキーワードが含まれるクラスター数（Cluster 

Frequency, CF）である（図 1）。クラスター抽出には SIア

ルゴリズム[2]を用い、共参照リンクの多いブロガーのクラ

スターに分ける。それら 4 つのソーシャルメディアの特徴

量にもとづき、3 つの指標を定義し、ブロガーの関心やマ

スメディアの影響を分析する[3]。 

2.1 ソーシャルメディアの話題 

１つ目の指標は、キーワード頻度（TF）である。これは

更新ブログとそれに参照されるページすべてのキーワード

を抽出したものである。この指標には、ブロガーの意図し

たキーワードに加え、自動更新されるニュース記事のヘッ

ドラインなどの意図しないキーワードも含まれるため、TF

を「ソーシャルメディアの話題」と呼ぶ。 

2.2 一般ブロガーの関心 

2つ目の指標は、クラスター内キーワード頻度(TFC)であ

る。この指標はクラスター内に含まれるキーワードを全て

カウントしているため、ブロガーが興味を持った一般的な

流行キーワードが多く含まれるため、TFC を「一般ブロガ

ーの関心」と呼ぶ。 

2.3 特定ブロガーの関心 

3 つ目の指標は、TFC、DFC、CF にもとづくランキング

のトップ 10 キーワードに注目キーワードを含むクラスタ

ー数（Cluster Frequency based on Term Ranking, CFTR）であ

る。各クラスターにおけるキーワードのランキングは、ク

ラスター内のキーワード頻度（TFC）や、ブログのページ

頻度（DFC）が高く、複数のクラスターに出現する頻度（CF）

の低いキーワードが上位となるように、「TermRank ＝ 

TFC * DFC / CF３」という式を用いる。このランキン

グにおける上位キーワードは、クラスターの特徴をよく表

すものと考えられるため、CFTRを「特定ブロガーの関心」

と呼ぶ。 

3．主要トピックの抽出 

キーワードは文脈によって様々な意味を持つ。このキー

ワードの多義性により、１つのキーワード数の変化には複

数の社会事象の発生が影響を及ぼしている。本研究では、

複数のキーワード数の波形から、相互に独立な社会事象の

波形を得るために、独立成分分析（ICA）を用いる[1]。ICA

は複数の音源から生じる音を、いくつかのマイクで録音し

たデータから、元の音源の音を分離する、カクテルパーテ

ィー問題を解く手法として知られている。ここでは、個々

の音源を現実社会で観察される事象として、マイクを各キ

ーワードとして、ブログの話題分析に ICAを適用する。 

ソーシャルメディアソーシャルメディアソーシャルメディアソーシャルメディア

• TFC （Term Frequency in Cluster）：

• クラスター内のキーワード頻度

クラスタークラスタークラスタークラスター1

クラスタークラスタークラスタークラスター2

クラスタークラスタークラスタークラスターn

• DFC （Document Frequency in Cluster）：

• クラスター内でキーワードが用いられて
いるページ数

• CF （Cluster Frequency）：

• キーワードが含まれるクラスター数

• TF （Term Frequency）：

• ソーシャルメディア全体のキーワード頻度
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キーワードデータとして、継続的に収集しているブログ

更新データから抽出した特徴量にもとづく 3 つの指標

TF,TFC,CFTR を用いる。分析したデータは 2006年 3 月 19

日から、2007年 5月 20日の間に、主要ブログサイトや PING

サーバから収集した更新ブログである。このデータを 1 週

間ごとに分け、クラスター、キーワードの抽出を行った。

日本を取り巻く社会環境に関する主要トピックを調べるた

め、「独島、竹島、尖閣、北方領土、中国、北朝鮮、韓国、

ロシア、アメリカ、自衛隊、米軍、拉致、自民党、民主党、

共産党、公明党、ミサイル、核実験、慰安婦」という１９

のキーワードを用いた。 

3.1 キーワード間の相関 

３つの指標、TF、TFC、CFTR、それぞれにおいて、統計

的に有意なキーワード間の相関を調べるために、無相関の

検定を行った。その結果、同一の島を示す「竹島」「独島」

は３つの指標全てにおいて高い相関が見られた（竹島問題

[５]）。ソーシャルメディアの話題(TF)と、一般ブロガーの

関(TFC)については、国際政治的主体「北朝鮮」と、その駆

け引きの手段である、「ミサイル」「核実験」の間でそれ

ぞれ高い相関が見られた（ミサイル問題[６]と核実験問題

[７]）。特定ブロガーの関心(CFTR)については、「竹島」

「独島」それぞれに「自民党」「民主党」といった政党と

の高い相関が見られた。また、CFTR については有意な相

関関係の密度は低く、話題の解釈は比較的容易であった。 

しかし、キーワード間の有意な相関関係の密度が高い場

合、具体的な話題の解釈が困難になる。例えば TF、TFCで

は、「竹島と独島」、「北朝鮮とミサイル、核実験」以外

のキーワードは、相互に高い相関を持ち、具体的な話題の

推測が困難であった。特に「中国、韓国、ロシア、アメリ

カ、自衛隊、米軍、拉致、自民党、民主党、共産党、公明

党、慰安婦」は全てのキーワード間で有意な相関が見られ

た。 

3.2 ICA による主要トピックの抽出 

キーワードは多義的な意味を持つため、用いられる文脈

は様々である。この文脈を取り出すために、本研究では独

立成分分析(ICA)を用いる。この ICAの前処理として、デー

タの次元圧縮のために、主成分分析(Principal Component 

Analysis, PCA)が用いられる。ここでは CRANの fastICAパ

ッケージ[４]を用いて、１９のキーワードの時系列データか

ら、PCAを用いて８つの波形に圧縮し、さらに ICAを用い

て 8つの独立な波形に変換した。それら抽出された PCA、

ICA それぞれの波形と、キーワードの波形との相関を、無

相関の検定により調べた。 

PCAの波形では、第 1軸の波形は非常に多くのキーワー

ド波形との間で有意な相関があるが、それ以降の軸につい

ては有意な相関が少なく、波形の解釈が難しい。それに対

して ICAの波形の多くが複数のキーワードと高い相関を示

しているため、波形の解釈を容易に行うことができる。 

PCAと ICAそれぞれで得られた波形が、元のキーワード

ともつ相関の高さを調べるために、8 つの波形それぞれに

ついて、もっとも高い相関の絶対値を調べ、それらの平均

を調べた(表 1)。相関の絶対値を用いた理由は、ICAにより

得られた波形における符号の不確定性のためである[1]。表

1 によると、PCA に比べ、ICA で得られた波形は、キーワ

ードデータと高い相関を示しており、波形の示す文脈が解

釈しやすいことが分かる。 

表表表表１１１１.    抽出波形の抽出波形の抽出波形の抽出波形の相関相関相関相関の絶対値による最大値のの絶対値による最大値のの絶対値による最大値のの絶対値による最大値の平均平均平均平均 

 PCA ICA 

TF ０．５８５５ ０．７７１４ 

TFC ０．６０２２ ０．８２１３ 

CFTR ０．５１５０ ０．６７７６ 

 

ICA により抽出した波形とキーワードデータとの相関を

調べたところ、ソーシャルメディアの話題(TF)、一般ブロ

ガーの関心(TFC)について、3.1 で述べたキーワード間の関

連性が同様に見られた。それらに加え、領土問題と解釈で

きる「北方領土、尖閣、竹島」の有意な相関が新たに見ら

れた。また、3.1で見られた、たくさんのキーワード間の密

な相関関係は依然として見られたが、TFにおいて「慰安婦、

共産党、民主党、尖閣」といった少数のキーワード間での

有意な相関が見られた。これはキーワードの多義性のため

区別が困難な複数の文脈の分離に役立つ可能性を示してい

る。 

特定ブロガーの関心(CFTR)については、3.1のキーワード

間の相関では見られなかった、「ミサイル、北朝鮮」（ミ

サイル問題）や、「自衛隊、アメリカ、韓国、北朝鮮」の

間に有意な相関が見られた。 

4．まとめ 

本研究では継続的に収集しているブログ更新データから、

キーワードの時系列データを抽出し、関心の高い話題を抽

出した。時系列データの抽出には、単純なキーワード頻度

に加え、ブログ内のテキスト、リンク情報を併用した指標

を用いた。それら時系列データに ICAを適用し、主要なト

ピックの抽出を行った。今後の課題は、キーワード指標の

改善や、ICA で抽出する波形数、また、ICA における符号

の不確定性についての取り扱いを検討する。 
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